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背 景：低出力体外衝撃波 (low-energy extracorporeal shock wave, SW) は、内因性血管内皮増殖因子 
(vascular endothelial growth factor, VEGF) と一酸化窒素 (nitric oxide, NO) 産生の亢進を介して血管新生系
を促進し、虚血心筋の機能を回復させることが発見され、現在臨床応用されている。VEGFと NOは急性
腎障害 (acute kidney injury, AKI) において大きな役割を担っていることから、本療法が虚血による AKI
に対しても有効であると仮説を立てた。 
方 法：8週齢雄 Sprague-Dawleyラットに左側腎虚血再灌流術 (renal ischemic reperfusion, I/R) を施行し、
SW (0.10 mJ/mm
2、4 Hz、400 shocks/日) を与える I/R-SW 群 (N=13) と与えない I/R群 (N=12) に分けた。
また左側腹部に切開を置き、SWは与えない Sham群も作成した (N=12)。I/R後 2日目 (I/R-SW; N=8, I/R; 
N=7, Sham; N=6) と 20日目 (I/R-SW; N=5, I/R; N=5, Sham; N=6) に屠殺し、体重、食餌・水分摂取量、血
漿 Cr 値、尿細管障害・炎症細胞・線維化・リンパ管新生といった組織所見、腎皮質および髄質外層の
VEGF ファミリーおよび炎症性サイトカイン、線維化マーカーの mRNA発現、尿中の NOを評価した。 
結 果：I/R-SW 群では I/R群と比較し、I/R後 2日目には有意な左右腎重量比の低下、血漿 Cr 値の低下、
左腎髄質外層における尿細管障害の減少、右腎皮質における VEGF-C・VEGF receptor-3・VEGF-A、線維
化マーカーの mRNA発現亢進を認め、I/R後 20 日目には左腎髄質外層におけるリンパ管新生の亢進を認
めた。体重や食餌・水分摂取量、炎症細胞や線維化の組織所見、炎症性サイトカインの mRNA発現、尿
中の一日 NO量には、I/R-SW 群と I/R群で有意な差は認められなかった。 
結 論：SW は、ラット I/Rモデルにおける腎尿細管障害を改善する。その機序として、VEGF系の産生
亢進を介した腎循環改善の可能性が示された。本療法は侵襲もなく、AKI の新たな治療法として期待で
きる。 
